
平成１４年４月１２日

各     位

株式会社　大和銀ホールディングス

(コード番号　８３０８)

　平成１３年１２月１０日に公表した平成１４年３月期の連結業績予想を下記のとおり修正しま

したのでお知らせいたします。

現下の厳しい経済環境を勘案し、今後の潜在的な与信リスク等を排除することによる１４年度以

降の業績回復を確実なものとするため、傘下銀行において抜本的な不良債権処理と保有株式の減

損処理を実施したことから、大幅な損失を計上することとなりました。

なお、前回公表いたしました連結業績予想は、株式会社大和銀行、株式会社近畿大阪銀行及び株

式会社奈良銀行の傘下３行の計数でありましたが、その後、株式会社あさひ銀行と大和銀信託銀

行株式会社が当社の子会社となったことから、これら２行を含めております。

 記

 連結業績予想
（単位：億円）

6,100 ▲2,400      ▲1,130        

13,500 ▲11,600     ▲9,100        

7,400          ▲9,200      ▲7,970        

※前回予想は平成13年12月10日ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ

【ご参考】

　上記「前回予想」に、あさひ銀行の前回予想を含めた場合の「今回予想」との乖離

　は以下のとおりです。

（単位：億円）

14,100 ▲9,000      ▲6,430        

▲600          ▲2,600      ▲2,670        

※あさひ銀行の前回予想は平成13年11月26日ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ

以    上

平成１４年３月期の業績予想(連結)の修正について

経  常  収  益 経  常  利  益

前　回　予　想

当 期 純 利 益

増　　　　　減

今　回　予　想

当 期 純 利 益

増　　　　減

修正前回予想

経  常  収  益 経  常  利  益

本ニュースリリースには証券取引法第166条に定められた重要事実に当たる情報
が含まれる可能性があります。重要事実を含むニュースリリースをご覧になら
れた方が、その重要事実が証券取引法施行令の規定に従い公開された後12時間
以内に、当社の株式などの売買等を行った場合、いわゆるインサイダー取引規
制違反として、証券取引法の規定に抵触するおそれがありますのでご注意くだ
さい。



　　　　別　紙

(単位：億円、％）

業務純益 2,200         450         1,500       170         

実質業務純益 3,250         1,140       1,900       185         

経常利益（△は経常損失） ▲11,600      ▲5,400     ▲6,900     ▲240       

当期純利益（△は当期純損失） ▲9,100       ▲4,300     ▲5,700     ▲220       

不良債権処分損 9,550         4,000       5,300       240         

株式関係損益 ▲5,100       ▲2,400     ▲3,300     ▲240       

有価証券減損処理額 3,200         2,400       1,400       240         

うちその他有価証券減損処理額 3,200         1,800       1,400       240         

自己資本比率 ８％台半ば ８％台前半 ８％台半ば ７％台前半

うち　ＴｉｅｒⅠ ４％台半ば ４％台前半 ４％台半ば ４％台前半

その他有価証券評価差額 ▲780         ▲480       ▲200       ▲100       

うち　株式にかかるもの ▲900         ▲595       ▲300       0           

　うち　益 1,000         350         600         50          

　うち　損 1,900         945         900         50          

(注1) 大和銀行、あさひ銀行、近畿大阪銀行の各計数は単体ベースの計数を記載しております。当社の計数は、連

結ベースであります。

(注2) 実質業務純益は、信託勘定不良債権処理額(大和銀行のみ）、一般貸倒引当金繰入額を除いた業務純益です。

(注3) 自己資本比率は国内基準により算出しております。

(注4) 「その他有価証券」のうち時価のある株式については期末前1ヶ月平均の価額を時価とし､減損処理の基準と

なる時価も期末前1ヶ月平均の価額を採用しております。

(注5) 大和銀行については、大和銀信託銀行の会社分割に伴なう純資産の減少(約230億円)を考慮すると､自己資本

比率は「８％台半ば」となります。

以　　上

近畿大阪銀行

　平成１４年３月期の主要な財務内容・経営指標

あさひ銀行大和銀行
大和銀ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ


